

















































　このような中、日清戦争の最中の 1895 年 1 月、広島県沼隈郡の一青年である山本瀧之
助は『田舎青年』という本を著し、自費出版した。「田舎青年」とは都市の学生・書生を
 2 多仁照廣『青年の世紀』（同成社、2003 年）11 ～ 13 頁。
 3 同上、13 頁。
 4 雄谷辰次郞『大日本青年団史』（（財）日本青年館、1942 年）49 頁。
 5 同上、48 ～ 74 頁。
